


３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

　教育委員会事務局内部で評価を行い、その後本市ホームページに公表する。

　施設整備計画の目標は、おおむね達成できた。
　トイレの洋式化・ドライ化の一層の推進や防災機能強化のための外壁・サッシ改修、暑さ対策とし
て全学校の特別教室に空調設置整備並びに肢体不自由児の普通校受け入れ増などに対応する
ことや、老朽化の進んだ体育館の改修など、優先度、緊急度などを勘案しながら、計画的に事業を
実施することができた。
　入札不調等により実施できなかった事業については、令和元年度に実施予定。

令和元年10月。

　六つ川小学校ほか4校の長寿命化改良、子安小学校の危険改築について、個別施設計画の通
り実施した。




















